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224 資料編 教育委旦会制度0)i祖川実想に閃わる晶本統計→

資料編では，本書で分析の対象としている調査の一 つである，2004年

施した市区町
―

1寸教育委員会教育長を対象とする全国調査「自治体教育改革
の動向に関するアンケ ー ト調査」（サンプル数］407教育委員会，回収

70.4％いの集計結果に基づいて，教育委員会制度の運用実態に関わる基本
的デ ー タを整理し，提示することにした． これらの基本的な統計デ ータは本

編では十分に言及していないものであり，今後，分析的に処理するべき重要
なデ ー タも含まれる． ここでは限られた祝点からとはいえ，2004年の時点に

おける教育委員会制度の現状を表す統計デ ータであることから，資料編とし
て収録することにした．

内容としては，（1)教育長のプロフィ ー ）レ，（2)教育委員会事務局のプロ

フィ ー ル，（3)自治体教育行政の政策アクタ ーの役割，（4)領域別に見る教

育改革の進展度の四つの柱から構成されている．

(1)教育長のプロフィ ー ル

(a)教育長の佃人的属I生

① 年齢および年齢別構成

表1 教育長の年齢
平均値（歳） I標準偏差I N 

表2 年齢段階別に見た教育長数（％）
60歳未満 | 266(19.3) 
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表3 平均在任期1iil
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60歳以上～65歳未満
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② 在任期間および在任期間別構成

表4 教育長の在任期間別構成（％）
24ヶ月以下 360( 26.0) 

25ヶ月以上～48ヶ月以下 44] (31.8) 
49ヶ月以上～9(iヶ月以下 432 (31. 2) 

97ヶ月以上 ］53(11.0) 

計· I 1386 ooo. o) 
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(1) 教育長のプロフィ ー ル 225 

③ 主たる

表5 主たる経!t府（％）

教職・教育行政職
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④ 校長会会長の経験（一般行政職出身者を除いて

表6 校長会会長の経験（％）
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⑤ 全国的な教育行政閃連協議会・連絡会の役職経験（一般行政戦

出身者を除いて集計）

表7 全国的な教育行政関連の協議会・
連絡会の役職経験（％）

あ る I ]78 (18.6) 

なし 1 778 (8l.4) 
-i~ 1 - 1,5 6(］ （） （）. （）） 

経歴

その他

汁

6 ] （4 ▼ 5) 

1 3 6 (） （1 1) 1） ▲ 0） 

集計）



226 資料紅叫 教育委員会制度の迎川実懇に関わる），し本統叶

(b) 教育長の1州係者との交流

① 教育l州係者との交流および人口規模別の交流度

3.7(） 

2, 7 (） 

2.20 

1 20 
都道府県 他の市町村 I 大学教授 I 校長会
教fr lミ 教有長[ ＼ 5)」・人木i|i:j 1 65 2 86 I 1 50 I 3 1 3 

5)j人以」•. 1 87 2 63 I l 92 I 3 16 
全1/1tI‘l i. J匂 1 70 2 81 | 1 60 | 3 14 

図1 人口祝模別に見た教育長の交流

議員

2.83 
2.91 ー．，
2 ̂ 85 

② 首長との交流

②-1 教育委員就任時の首長からの直接の打診

表8 首長打診の有無(%)
あ る | 1253 (90.9) 

口
ー

□三□
②-2 首長部局の幹部会への出席および出席度頻度

表9 i:『長部）五｝の幹名札会への出］，ti「(％）
あ る I 1 3] 7 (95 · !）） 
な し

HI 

表10 幹部会への出席の頻度(%)
] 2回以-ド | 51 2 (39. 9) 

l 3日以l:~24回以下 I 3ss (3o.o) 
23回以上～36回以1：：

37 |［ll以上～48回以下
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（幹部会への出靡が「ある」と回答し たケ ー ス
のみ集叶）
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②-3 首長との個人的親交

表11 首長との伽1人的親交（％）

＿叫：ロロニ：ろ 1 :: ：:： ：［-
な し)
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588 (15. 5) 
1 2 9 ] （］ 0 (l. 0) 

③ 地域住民との交流

表12 住氏梨会への出1店の有無(%)
よく出席する 68] (5(）.0) 

時々i1 i l出す る ー1
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1 55 (33バ
あまり出席しない

全く出席しない
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④ 教員団体との交流

表13 教員団体との定期的な会誡（％）
すべての教員団体と あ る

一部の教員団体と ある
行ってしゾなし9

二
芍N

300 (22,1) 
372 (27. 7) 
670 (49.9) 

1342 (lOll. 0) 
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228 資料編 教育委員会制度の迎川夷想に関わる韮本統計

(2)教育委員会・Ili務局のプロフィール

(a) 命且絲伐杵箋府昇

① 指導主事・社会教育主事の配置

①-1 指導主事・社会教育主事の数および5万人を境とする人口規模別

人
口

の指導主事・社会教育主事の平均人数

表14 指導主事（％） 表15 社会教育主事（％）

（）人 I 168 (44 4 )  （）人 I 364 (25 9) 

1人 302 (23 6) ］人 578 (4] 1) 

2人 12:i (9 8) 2人以上 464 (33.0) 

3~5人 1:35 (JO 6) 計 H06 (lOO 0) 

6~10人 80 ( 6  3) 全国平均 l. 3人

11人以．．1.:. 68 (5 3) 

] | 1278(100 0) 

全国平均 2.7人

表16 5万人を境として見たー 教育委員会当たり

の指導主事・ネ:-_1-．会教育主[l『数の平均人数

5万人未満

5万人以上

指導主事

0.68 

9.17 

①-2 人口規模別の指導主事の配置

社会教育主事

1.01 

2.52 

表17 人口規模別に見た指禅主事数

指禅主事数

0人 1人 2人 3~5人 6~10人

326 104 14 ゜ （） 
1万人未満

73 4% 23 4% 3.2% () 0% () 0% 

227 175 69 48 5 
1万人以上～5万人未満

33 4% 13.2% 1 0% 43 3% 9 2% 

13 21 39 51 32 
5万人以上～］0万人未満

7 9% 12 8% 23.8% 31 1% 19.5% 

1 1 3 36 43 
10万人以上

0 7% 0.7% 2 1% 25 0% 29.9% 

計
567* 301* 125 1 3 5 80 

44 4% 23 6% 9.8% 10.6% 6.3% 

l1人以上

゜

0.0% 

゜

0 0% 

8 

4 9% 

60 

,11 7% 

68 

5.3% 

計

444 

100 0% 

524 

100 0% 

] 64 

100 0% 

144 

100 0% 

1276 

100 0% 

＊この数値が表14の数伯と異なっている0)は，人口規模が不明のサンプルがあるためである ． 以下
の表において見られるものも， そうした事tiりによる．
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(2) 教育委員会事務局のプロフィ ー ル 229 

①-3 人口規模別

表18 人1l規模別に見た社会教育主事数

社会教育主＇こ廿数
日1

0人 ］人 2人以上

130 523 

7 
142 251 

］�）］人未満
27 2% 118 0% 24 9% ]（)（） 0% 

1 52 237 ] 82 571 
人 1万人以上～5万人未満

26 6% 41 5% 31 9% 100 0% 
ド 72 165 39 54 
分 5 )j)＼じ人」-..~ l (） ）j)＼牙< ‘{1i:J

23 6% 32 7% 113 6% 100 0% 

30 36 79 145 
1 0万人以上

JOO 0% 20 7% 24 8% ふ1 i% 

3 6 3 578 463 1404 
ti→ 

25 9% 41 2% 33)% 100 0% 

② 教育1叶修センタ ー の設樅および人口規模別に見た教育州修センタ ー の

設置

表19 教育研修センタ ー設iiりのイ］無（％）

り

し
.-n

n
 

あ

な

252 (18.5) 

1110 (81.5) 

1362 (100. 0) 

表20 人「l規模別に見た教育研修センタ ー の設似
センタ の設iiりのー有ロ無 合，●：-l

あり な

1 3 1187 500 
1万人未満

2 6% 97 4% l(）（).0% 

102 4 5 l r ぶr）．.）） 

人 1万人以上～5万人未泌
18 4% 100. 0% 

旦 62 101 163 
分 5〕］）＼じ人」：～10］］）＼牙ミ罹蘭

38 0% 62 0% 100 0% 

74 70 144 
10万人以上

51 4% 48 6% 100 0% 

251 1109 1 360 
; | 

18 5% 81 5% 100 0% 

の社会教育主事の設罹
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23() 資料糾 教育委員仝制度の叫／甘実徳に閃わる），し本統，］ i-

③ 教育改革推進組織の設府

③-］ 

③-2 

会内部の改革検討委員

表21 改吊検詞委員会の設l罰(%)
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表22 外部仕識名公議0)，没liり(%)

④ との連絡調整委員会

表23 首長部｝心との連絡調整委員

会の設置（％）

⑤ 意見収集窓口

表24 意見収集窓I]の設ii�!'(%)
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(2) 教育委員会弔務局のプロフィ ー ル 231 

表25 人口規模別に見た愁見収集窓口の設附(%)
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232 資料編 教育委 員会制度の迎 用 実態 に 関わ る 晶本統計

( 3 ) 自 治体教 育 行政 に お け る 政策ア ク タ ー の役割l

(a ) 首 長
① 首長像（首長 の 教育閃心 の 所在） お よ び そ の人口 規模別 の バ リ エ ー シ ョ

ン

地域の教filiil }姐 を 1憂 先
課辿 ( N = l 366)

地元(l) ニ ー ズ把据 に fi’t
極的 ( N =136 l )  

l"I · リ，！・ ・ 1 | J • IIlj. i: 、j の 教 育
、I‘I'i ·}1t辿 (N= l 359)

教行政策の ア イ デ ア が
悲L ‘,，;1 (N= l363) 

教有特区 の l i l 訂'i 1こ 関心
あ り ( N = l355)

4.30 

4.10 

3.90 

3.70 

3.50 

3.30 

3.10 

2.90 • 

2. 70 

2 50 

（ 数伯 は すべて％）

46.2 

0 10  2り 3りー 40 50 60 7(） 8り 90 1 00 

令 く あ て は ま ら な い 昌l ぁ て は ま ら な い ［二］ と ち ら で も な い

■ あ て は ま る □ よ く あ て は ま る

図 2 首長條 （ ―酋長の教育閲心の所在）

— …● - - - 5 )j 人以上
ー ・ .... ー 全国:平均

． · 

地域の教引叫(i i 地）じの ニ ー ズ
を 1袋先課凶 把樹 に Hi椋的

I ji l リ，し i li llff,t:J
の教ff ili報通

教ff政第の 教育特 区 の
ア イ デ ア が股富 I I I 訥 に 1見心あ り

:199 3 68 3 35 3 30 2 78 
4 12 3.74 3 54 3 49 3 24 
4 02 3 70 3 39 3 34 2.88 

図 3 人口規模別 に見だ 首長1象 （首長の教育閃心の所在）

45.8 
一

ロ

9

,

 

5万人木満
5)j人以上
介l月 ｀l咄）



(3) 自 治体教育行政 に お け る 政策 ア ク タ ー の役割 233 

② 首長の 教育政策 に 対す る ス タ ン ス お よ び そ の 人 l□l 規模別 の バ リ エ ー

シ ョ ン

教育艮への全 lhi委1f.. 
(N= l 366) 

教 竹 長 の ア イ デア を 杓 重
( N = l365) 

教 弁 長 の 政 策捉げ を 支援
( N = l 356) 

政第 に つ い て ア イ デ ア を
積極的 に 出 す (N= l 35 1)

発系す る が教有 lゞ と の '」 i
1iii 協 成 を す る ( N = 1356)

政策 は [i長 部屈との 1i. iiij
協議が必須 (N=l351)

頻 繁 に 政 策 の 説 明 を 求 め
変 史 も する ( N = l 353)

酋長 fl 身 の 発案 を 委 員 会
を 通 し て 丈 規 ( N = l :357)

」！・イ本的 な 指小 を する
(N= 1 353) 

（ 数1州 は す べ て ％ ）

0 J O  2 0  3 0  40  5 0  6 0  7 0  8 0  9 0  1 00 

圏 令 く あ て は ま ら な ぃ 朧 ぁ て は ま ら な い □ と ち ら て も な いl 
■ あ て は ま る ［］ ょ く あ て は ま る

図 4 |、訂長の政策 ス タ ン ス

4 .30 

4 . 10  

3.90 

3.70 

3.50 

3.30 

3.1 0 

2 .90 

2.70 

2 .50 
邸Jとり） 麟について 発父するが 政策は 旧� I ii！繁に麟 ，I J< 1 1 炉

惰I委i.「 I 7 イ 7疇ifi 致蔽提 ， ，支援 r イ テア を 教料 と り） I加 と 0) ＇）iij1j 0)詞を求め 1 発命をなJ! ：̂ » 、！ ！  i本的な
翻(!!）に開す ・1り饂議をする 協議が必iil 変吏もする か ‘

•9. 9 .r•99 999 1 批）； 、ご ， I.,

5 万 人 未ni:i
5 万 人以上

i 令1玉l て 1と均

4.09 I 4 . 1 1  I 3 .98 I 3 .40 I 3.49 I 3 . 65 I 2.67 
3 .97 4 .  1 6 4.06 3. 55 | 3 .  59 3.74 2. 74 
4 .  06 | 4. 1 2 4. 0 0 3. 43 | 3. 5 1 3. 67 2. 68 

図 5 人口規模別 に見た首長の政策 ス タ ン ス

§iffl,tへの1 教fi!80)



234 資料編 教育委 員 会伽l度 の近）廿 丈 態 に 閃 わ る 且本統計’

(b) 

① の 役割 お よ び そ の人 口 規模別 の ベ リ エ ー シ ョ ン

政 紋提 家 が 多 い
( N =  1 370) 

政第 の ア イ デ ア を ＜ iし る
こ と が多 い ( N= l 373)

地域住 民 の ニ ー ズ を く れ
る ( N = l 374)

l1 長 と の 調 整役割 を 11 l っ
て い る (N = 1369)

地域 I.Jl 休 と の ，J1肘 柩 を 担 っ
て い る ( N = l3 7'1 )

3.90 

3.70 

3.50 

3.30 

3.10 

2.90 

2.70 

（ 数仙 は すべて％）

50.1 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

ロ ↑ く あ て は ま ら な ぃ 圃 ぁ て は ま ら な い 「］ ど ち ら て も な い

■ ぁ て は ま る □ よ く あ て は ま る

図6 教育委員 の役割

Iニ〗 J

図 7 人 「l 規模別に見た教育委 員 の役割

地域l:J1休
と の 調 整 を
担っ て し ヽ る

3.12 
2.94 
3.08 

教育委員

教育委呉

4 0. 8 

40.6 

0 5万人未泌
..4冒•• 5万人以」•
ー・＊ •-全1囚平J匂

,,,_.. 
． ． . 」•． ． 

2.50 

0"
 

↓
浮
―
⑫-
33-
32

ヵ
策政



(3)  自 治体教育行政 に お け る 政策 ア ク タ ーの役割

② 教育委員 会 の構成 お よ びそ の人 口規模別 のバ リ エ ー シ ョ ン

に
J3

 
?]

 

（数仙 は す べ て ％ ）

政治手腕の あ る 委 員 が
多 い (N= J :334)

行政手腕の あ る 委 員 が
多 い (N= l 333)

教脊識見の あ る 委 目 が
多 い (N= 1371) 

49. 1  

52.5 

0 10  20 30 40 50 60 70 80 90 100 

全 く あ て は ま ら な い II ぁ て は ま ら な い □ ど ち ら で も な い

■ あ て は ま る □ よ
・

く あ て は ま る

図 8 教育委旦会の十怜成
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／ 
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、、:I
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=I- --
● 5 万 人 未悩i

· · · ·• · · ·  5 )j 人 以 上

- -一-� -→ - - - - - - - - ,., 
- - ＊ ー 全 国 平 均

·-← - -→ - --． ． --- - ·  

政治手腕の あ る 委員が多い 行政手1椀0) あ る 委員 が多 い 教脊識見0)あ る 委且 が多 い
1 5 万 人 未計1:J 2.55 2 66 3.82 
1 5 万 人 以上 2 48 2 60 4 06 
I 全l_I;1 平均 2.54 2 65 3 87 

4.20 

図 9 人l二l規模別 に見た 教育委員会の椛成
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236 資料釦 教fi委員 会制度の述） 廿 実態 に 関わ る 見本統計

(c ) 教育委員 会事務局

会事務局 の役割 お よ び そ の人 口 規模別 0) バ リ エ ー シ ョ ン

政 策 切条の プ レ ー ン
( N =  1359) 

尖施 l..0) 、も見 を 出 し て く
れる ( N = J 36 1)

政 第 0) ］ ［休化 に 貞 献
( N = U58) 

学 校 や地域ネ 「 公 の ニ ー ズ
把樹 に イヽ I l［ 欠 （ N = U60 )

II
‘

i jミ と の 調 4;父
(N =1360) 

学校 と の 講，j 格
( N = B60) 

鐸
「

17.2 

12.9 

13.2 

0.7 , 1 '  

0 1()  20 :::o /40  50 60 70 80 90 10 

|
―- -----

巳 全 く あ て は ま ら な ぃ 璽 ぁ て は ま ら な い □ ど ち ら て も な い

■ ぁ て は ま る □ よ く あ て は ま る

図 1 0 教有委員会］i務局の役割
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4 . :-lo 
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1三□□／□m三図 11 人 1l 規校別 に 見た 教育委員会Lli務局の役割

学校 と の
調整

3.78 

教育委員

| 



( 3) 白 治体教育行政 に お け る 政策 ア ク タ ー の 役胄lj 237 

(d) 地域住民

① 地域住民｛象 （住民 の教育I臭l心） お よ び そ の人 1-] 規模別 のバ リ エ ー シ ョ ン

（ 数 値 は す べ て ％）

教行への1見l心が 翡 し ＼
( N = l358) 

公聴 会や 比 会 に 参加 す る
什 民 が 多 い ( N = J:3 1 19)

1-Cl.4 
教介 委 員 会 に 立砂↓ を 寄せ —

る 人が 多 い ( N = l 346)

住民lJ1イ本が 多 し ‘
(N= l 354 ) 

54 . 1  

47.6 

:35.7 

0 10 20 30 40 so 60 

令 く あ て は ま ら な い 冒〗 あ て は ま ら な し 1

■ あ て は ま る 「］ よ く あ て は ま る

図1 2 地域付」此｛象
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2.70 , 

2 .50 
公聴会 や 集 会 に 1 教行 委 員 会 に 、息 見 を 1 •住民 1JI休

参加す る 什．民 が 多 い 省せ る 人が 多 い が 多 い
3. 10 ， 

3 .25 
3 .13 

2.70 
3 .25 
2.82 

3.42 
3.71 
3.49 

図13 人 口 嵐校別 に見た地域｛主氏像
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238 資 料犀 教育委 員会制度 の 州 川 実 想 に 関 わ る 且本統計·

② 住民 リ ー ダ ー の役割お よ び そ の人 口 規模別のバ リ エ ー シ ョ ン

改 革 ア イ デ ア が多い
( N = l :M9)  

政 策t 0) 怠 見 を 調 招
( N = l318)  

政 策 に 1見l す る fl:．民 謹仙
を 知 ら せる (N= 1 347)  

fl.. lし の ニ ー ズ を 仏 え る
( N = l:317) 

政 策 へ 0) 月州 と よ打 を
ll、. “) る ( N = J:3116)

3 .7(） 

3 .50 

3 .30 

3 .  1 (） 

2.90 

（ 数値 は す べ て ％ ）

56.7 

56.3 

5 1 . 1  

4 1 .9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 1 00 

く あ て は ま ら な い 置』 あ て は ま ら な い I I ど ち ら で も な い
は ま る □ ょ く あ て は ま る

図 1 4 住J此 リ ー ダ ー の 役割

：／ 
● 5 }j 人 未満

ー ー ー ·t - - - 5 }j 人 以 上
ー ・ ＊ • 一 令l••El 平均

2.70 , 
政 策 に 関 す る 政 策への則鮒仕民 の ニ ー ズ住民評価 を と 支持 を改 ，11\： ア イ デ ア 政 第上 の 怠兄 I

が多 い を 調 根 を 伝 え る知 ら せ る 広 め る

ロと［〗□ ［〗 | ［_J
1 
]匹図 1 5 人 口 規模別 に 見 た ｛主民 リ ー ダ ー の役割
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(3)  自 治体教育行政 に お け る 政策 ア ク タ ー の 役割 239 

(e) 教員 団体

教員 団体の役割 お よ び そ の人 口規模別 のバ リ エ ー シ ョ ン

（数伯 は す べ て ％）

教育政策への教貝 評価
が わ かる (N= 1334 )

認知 し て い な い ニ ー ズ
1）梵b l）、る ( N = l332)

政 策 実 施 上 の ア イ デ ア
を 得 ら れる ( N = l334 )

教 員 の 1月心が わ か る
( N = l 334 ) 

政策展I;}l 上 の 課辿が
理解で き る ( N = 1 335) 37.8 

42. 1 1 .8  

46 .3  0 ,7  

(）． 5 

4 1 .9 1 .0  

1 . 4  

0 1 0  20  30 40  50  60  70  80  90  100 

あ て は ま ら な い □ ど ち ら で も な い

よ く あ て は ま る

図 16 教員t]］体の役割
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教 員 関 L‘
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5 )j 人以上 I 3 14 I 2 91 2 76 I 3 os 
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図 17 人口規模別に見た 教負 団体の役割
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24(） 打料編 教介委 員 会制度 の叫／ 廿 実態にげ、1 わ る l山本統計

( 4 ) 領域別 に 見 る 教 育 改州［ の 辿 展 以

( a ) 学 校 の絨州 権 限 の拡大 に 関 わ る 改革 の進展度

学 校竹J]!! )見\jl) の 見IIl i し l
( N =  l 35S ) 

「
l ＼ 別 、JI ‘常勒 ，IIllj：帥採JIJ (}） 「
校 長 委任 ( N= USO) 

学 校 扱 ht r， 幻 の 配 分
( N  = l 389 ) 

枚 l．こ 故｝ 1l:舒 ＇｛『 の配分
( N  = 1 385) 

学 i文 '』 | iil の 見忙I し
( N  =806) 

紅 見 J ! 1 | 1 0) ）j法 ・ 『紬
き の 見 直 し ( N= l :Jn )  

（ 放徊i は すべ て ％ ）

18.7 

26.4 

33.6 

70 80 90 100 

図 1 8 学校故眉杵限0) ；拡 大 に 関わる 改叶,: o)巡展殷

(b) ガ イ ド ラ イ ン

総合的 な 学i界 の 時 間
の 脊 料 ( N =1 360)

個 に 応 し た指導の T.. 
引 き 内 ( N=l :362)

学 ）J ，J:.J 1f 
( N = l362) 

‘̀f: )J I{,LI-＿ プ ラ ン の竹
成 (N = 1 359)

個 別 指 導 晶録 モ デ ル
の竹成 ( N = 1 356)

,T iI}1 |：1,;i ‘, i ;―・ 文．j＿ ）,t
―

、 (}） F ij | 
さ 内• (}）竹威 ( N = 1355)

I, 1 己 、し］検t；卜価の r-，) | 
さ 内(})fl成 ( N= U49)

に 閃 わ る 改 品 の進展J斐

（ 数 1
1

1'( は すべ て ％ ）

0 10 2 0  3 0  4 0  50 60 7 0  8 0  9 0  100 

図 19 ガ イ ド ラ イ ンの設定＇：『に関わ る 改，,,,,:の巡I}切斐



( 4 )  領域別に見 る 教育改革の進展度

(c ) 学校 の 組餓椛 力 の 開発 に 関 わ る 改 革 の 進展 度

カ リ キ ュ ラ ム 1}fl 発 の た め の
人 材 の 配 iiり ( N = 1 365)

独 日 経 費 に よ る ス ク ー ル カ
ウ ン セ ラ ー の 配 ii‘

9
1, ( N= 1 363) 

独 白 経 費 に よ る 心の 教 ‘令又 +I i
談 員 の 配 ii'i: ( N = J :364 ) 

地域独 白 の 蘭lj 教材のfl成
( N = 1 359) 

れ'i '!'IけI I 喝 指導 j:今 ’J l の 配 附
( N  = 1360) 

予＇ 料 •I‘1り料 ネ ッ ト ワ ー ク の構
築 ( N = l 357)

独 1
9
1 経 礼＇ に よ る 少 人 数指祁

加 配 ( N = B64)

独 白 の研究指定 · 推 進 闊 ）文
( N= l :362) 

地域教有 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

0)採 J I J ( N= l:360) 

地域 人 材 活J I J )パ り の 廿1I iii1, 
( N = 1 363) 

校長への マ ネ ー ジ メ ン ト li）|.
修 (N = l 382)

人材 1}｝] 発 的 教 li ii)|• 修へ の 文
援 (N = 1 388l

2 4 l 

（ 数伯 は す べ て ％ ）

14.3 

20 30 40 50 (10 70 80 90 1 00 

図 20 学校0) 糾緑低 ））の間 発 に 閃 わ る 改，＇化の迎悩良

［注］
l ) サ ン プル デ ー タ の 内訳 な ど に つ し, ) て は ， 表 23 (p. 36) を 参照 の こ と ．
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